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シカゴ学派の盛衰

一社会情勢 的背景 との関連か らみた初期 シカゴ学派の成立から衰退 まで一

玉 井 眞理子

【要 旨 】

初期シカゴ学派の盛衰 を時代の流れに照 らしてみると、社会学 的方法論上の視座 は、社会情勢 と密接 に関係 して

いる ことが わか る。 この学派が主 に用いた方法 は、スペ ンサーの理論 に基づ くアメ リカ政府の 自由放任政策(こ れ

はとりわけ巨富 を手 にし、一層多 くの資本 を得 よ うとす る企業家たちの営為に正当性 を与 えるイデオロギ ーとして

作用 した)の もとで生 じた急激な産業化が もた らす問題 を解決 しようとする目的 を持つ人 々が、この理論 に対抗 し、

それでは見逃 されて しまいがちな市井の人々や社会 的マ イノリティがおかれた生活実態 を、彼1彼女 らに接近 して明

らか にしようとする ものである。 このス タンスの基礎は第一世代めスモールに よって築かれ、rジ ャック ・ロー ラ
ー』 を初 めとす る第三世代 のモノグラフに結実す るが

、社会状況 の変化(す なわち愛 国主義の強 まりや第一次大戦

への参加 など)が 、この学派の衰退 を招いたとみ ることが できる。

1は じめに

学 問領 域 にお い てい か なる方 法 が重要 と され るのか とい う問題 は、社 会 情勢 と無 関係 で は ないD。 あ る

科学 的方 法 が優 れ てい る とみ な され てい た に もかか わ らず、 そ の方法 が か え りみ られな くな り、 その後 再

び脚 光 を浴 び る よう にな るのは い ったい なぜ なので あ ろ うか。 この ような事象 が歴 史 上、 と りわけ明 白 に

み られ たの は ア メ リカの社 会学 にお いて で あ った。方 法論 上 の急 激 な転換 が ア メ リカ社会 学 にお いて 生 じ

た。

シ カゴ学 派 は19世 紀末 に社 会学 をア メ リカで初 め て制度 化 し、 そ の研 究 ス タ ッフは後 の世代 の研 究 者育

成 に力 を注 い だ。 この学 派 の アメ リカ社 会学 にお ける地位 が 築 かれ、 後 に 「シ カ ゴス タイル」 と呼 ばれ る

社 会学 的方 法が確 立 され、 数多 くの優 れ たモ ノグ ラ フや エ ス ノグ ラフ ィーが 産 出 された。 に もか か わ らず

その名声 は過 去 の もの とな り、一時 は この学 派 が用 いた方 法 が ほ とん ど無視 され、そ れ と時 を同 じく して、

方 法論 的 に は全 く異 なる、 普遍 性 や抽 象 化 を重 んず る構 造=機 能 主義 が ア メ リカ社会 学 の首 座 につ く2)。

しか しその 後再 び シ カゴ学派 が評 価 され、 注 目され るにい た って い る。

本論 文 で は特 に初 期 シカ ゴ学派 に注 目 し、 彼ノ彼 女 らが 用 いた社 会 学 的方 法 が成 立 し、 やが て衰 退 して

ゆ くまでの経 緯 の背 後 に存在 す る要 因 を時代 の流 れ の 中で とらえ、 と りわ けそ こ にひそ む社 会的背 景 を明

らか にす るこ と を目的 とす る。

2シ カゴ学派の特徴

シカゴ学派の社会学的方法の特徴は、市井の人々の観点に接近し、社会の内部から具体的な社会的現実

を明らかにしようとするものである。そのためにフィール ドワークによる観察を重視 し、また資料 として

は生活史、手紙、手記などを用いながら、個人の視座に映る社会の現実を明らかにしつつ、一方ではその

個人が置かれた状況を、統計や地図などを用いて社会全体のなかに位置づけた。このとき個人の、そして

時には社会的弱者一く移民や非行少年や浮浪者など〉一の 「主観」的現実が重視された。アメリカの急激

な都市化の時代にあって、市井の人々にとっての社会変動の現実はいったいいかなるものであるのか、こ

の点に重点をおいたのがシカゴ学派の社会学的方法である。この方法による研究業績の数々は、変動する

社会の中で生じている事態が直接に結びついている時間的 ・空間的脈絡を出来る限 り包括的に提示 しよう
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とす る もの で あ り、 この点が シカ ゴ学 派 の方 法 の魅力 なので あ る。 さらに シ カゴ学派 の社 会学 者 の なか に

は、都市 化 や産 業化 が個 人 に もた らす 問題 が何 であ るか を明 らか にす るのみ な らず、 そ の解決 の ため の方

策 を示 そ う とす る者 もい た。 当時 シカ ゴに は、貧 困者 や 「逸 脱者 」が 数 多 くい たので あ るが 、彼 らは そ う

した人 々の存 在 を社 会問 題 として位 置 づ け、 さ らに社 会 学 を通 して そ う した 人 々がか か え る問題 の解決 に

あ た ろ うと考 えた ので ある。 この立場 か ら研 究 をすす め た人 物 と して、 アル ビオ ン ・ス モー ル、 アー ネ ス

ト・バ ー ジェ ス、 ク リフ ォー ド ・シ ョウ らの名 を挙 げ る こ とがで きる。彼 らは初期 シ カゴ学派 の 第一 、第

二 、第 三世代 をそれ ぞれ代 表 す る社 会 学者 で あ る。

3シ カコ学派前史

シカゴ学派はなぜ市井の人々の観点から社会をとらえようとしたのであろうか。この点を考察するにあ

たり、まずはさらに時代をさかのぼり、この学派が成立する以前の社会状況をふまえておく必要がある。

結論から先に述べるならば、その成立には、社会的弱者がおかれた現実を明らかにしようとした宗教者た

ちの闘争がかかっており、その結果としてシカゴ学派の視座やスタンスが、市井の人々の立場からの社会

問題解決を志向するものとして特徴をあらわしてきたのである。そうした意味においてこの闘争は、後に

詳しくみるように、アメリカの 「金ぴか時代」を擁護する上で有効であった抽象理論に抗する闘争であっ

た。

・ス ペ ンサ ー の ア メ リ力社 会 に対 す る 影 響

ここで、 ス ペ ンサ ーが アメ リカ社会 に及 ぼ した影響 に注 目 してお きたい。 とい うの も、ス ペ ンサ ーの理

論 は アメ リ カで な くイ ギ リスで生 まれ た もので あ ったが 、 この理 論 が アメ リカ社 会 に与 え た影響 力 は非常

に大 き く3)、 シ カゴ学派 の成 立 をみ る上 で見 逃す こ とはで きない か らで あ る。

スペ ンサ ー の理論 は 、経済 政 策 にお ける 自由放任 を進 化思 想 に もとつ い て擁護 す る もので あ った。 ス ペ

ンサ ーは ダー ウ ィ ンの 『種 の起源 』(1859)に 先立 ち、1851年 の 『社 会平 権論 』(S㏄ialStatics)に お い て、

進 化 の観念 を人間社 会 の諸領 域 に適 用 した 。 そ して ダー ウ ィンの進 化論 が これに科学 的 な保 証 を与 えた の

であ る。 この ように両 者 は一括 りに して論 じられ る こ とが 多 く、 スペ ンサ ー の思 想 は 「社会 ダー ウ ィニ ズ

ム」 と呼 ばれ てい る4)。

スペ ンサ ーは国 家の機 能 につい て、 自然淘 汰 の法 則 の働 きを妨 げぬ ようにす る ため に、産 業 を規制 す る

こと も、貧 民 を救 済す る こ と も、公 衆衛 生 を管 理す る こと も否 定 した 。 さ らには 国家が 子 どもに教育 を与

え るこ と さえ否定 す る立場 を とる ほ どに、 国家 の干 渉 に反対 し、 自由放任 を強 く主張 した。

こ う したス ペ ンサ ーの理 論 は、急 激 な産 業化 が生 じてい た19世 紀 の ア メ リカ(そ れ は人 々が かつ て経 験

した こ との な い状 況や 新 しい価 値 観へ の適 応 に迫 られて い た時代 で あ っ た)に す ぐ さま取 り入 れ られ た。

つ ま り彼 の理 論 は、 当時 のあ る特 定集 団の ニ ーズ に合 致す る もの だ った ので あ り、 と りわけ それ は巨富 を

手 に し、 さ らには 一層 多 くの資 本 を得 よう とす る企業 家 た ちの営 為 に正 当性 を与 え るイ デオ ロギ ー と して

作 用 した。 とい うの も、資 本家 が暴 利 をむ さぼ ろ うとす る姿勢 で社 会 に向 か い、経 済競 争 にお け る勝 利 を

追求 す る態度 を、 進化 思想 の適 者生 存 の論 理 は後押 しす る もので あ ったか らだ。 スペ ンサ ーの言 葉 でい う

な ら、経 済競 争 の勝 者 は 「最適 者 の生 き残 り」(survivalofthe薮ttest)(ホ ー フス タ ッター1944訳 書48頁

清水36頁)で あ る と され る。 これ は 自然 淘汰 の帰結 をあ らわす観 念 で あ る。 そ して貧 困は怠 惰 、無 気 力

な どが もた らした結果 で ある と、個 人 の責任 に帰す る とされた ので あ る。

この考 えは 「自由競 争」 の 名の もと に、 そ もそ も生 まれ なが ら に して不 利益 を被 ってい た り、決 して勝

者 に なれ ない境 遇 に おか れ てい る人 々 の 「淘 汰」 を是 認 す る。 「競 争 に参加 す る まえ にふ るい落 と されて

い る人 々が存 在 す る ことへ の視点 を、 この考 え は欠 いて い る。 この場 合 の 「競 争」 の ル ール は社 会的 強者

に よってつ くられ てい るので あ り、 それ ゆ え強者 に とって都 合 の よい もの とな ってい る。 仮 に全 ての 人々

が 「生 き残 り」 をかけ て 「競 争」 に参 加 しなけ れ ばな らな い とす るな ら、国 家 には社 会的 弱者 が競 争 に参

加 す る上で の足 かせ を取 り払 うこ とが求 め られ るが、 この課 題が 無視 され る こ とによ って、 さま ざまな不
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平等 が もた らされ る。 スペ ンサ ー は平 等 な 自由 を前提 に して い る けれ ど も、 国家 の さ まざ まな 「干渉」 に

よって社 会的 弱者 に課せ られ た 障害 を取 り去 る こ とに よって初 めて、社 会 的弱 者 は その 自由 を手 にす る こ

とが で き よう。

しか し現実 に、 アメ リ カ政 府 はス ペ ンサー の社 会 ダー ウ ィニ ズム思 想 の も と、資 本主 義 の急 激 な進展 を

放任 したの で あ る。 その 進展 は ま さに飛 躍 的 であ った。 科学 技術 の発 明が そ れ にい っ そ う拍 車 をかけ た。

で はそ の変化 の規 模 はい か なる もの であ った の だ ろ うか 。 この点 を知 る一 つ の手 が か り として、 人 口(そ

の増 加 に は労働 力 と しての移 民 の流 入 が大 き く影 響 してい る)、 鉄 道 の長 さ、 鉄鋼 生 産高 の変化 を、エ ジ

ソ ンが 白熱電 球 を発 明 した1880年 と大恐慌 の 翌年 の1930年 と を比 較 して みて み る こ とに しよ う。 これを あ

らわ した のが 表15)で あ る。

人口

鉄道の長さ

鉄鋼生産高

<表1>

1880頃

五千 万

九万 三千 マ イル

ー二 五万 トン

1930年

一億 二 千万 超

二五 万 マ イル

五千 万 トン

・宗 教 者 た ちの 社 会 改 革 運 動

ア メ リカ政 府 の 「自由放任 」 は企 業や投 資 家 の利益 を もた ら した が、市 井 の人 々 の生 活 に は ざま ざま な

矛盾 を きたす こ とに なった。 マ ー ク ・トゥエ イ ンは1873年 に この時代 を 「金 ぴ か時代」 と呼 んだが 、 この

言葉 には、真 鍮 の上 に一 枚 の金 メ ッキが 塗 られ ただ けで 金 ぴか に見 えて い るにす ぎない とい う皮 肉が込 め

られ ていた 。 むろ ん社会 問題 の解 決 が政府 主 導 で行 われ るこ とは なか った。 しか し無統 制 の状 態 で アメ リ

カ に渡 って くる大量 の移 民 た ち6)の 貧 困、 都市 中心 部 のス ラム化 、 また議 員 を買 収 した り、労 働 者 を搾

取 す る悪 徳資 本 家 の問題 は、 早急 に解 決 され な けれ ばな らな い もの として 人 々の 目に明 らか で あっ た。

また資 本 家 に よる 「別の か たち の奴隷 制」 を人 々は危惧 した 。 アメ リ カの あ る最高 裁判 所判 事 は、 当時

の 人 々の心性 を次 の よ うに記 してい る。1

「1890年 ころの わが 国の事 情 を想 起す る もの は誰 も、 その 当 時人 々の あい だ には深 い不 安 の気持 ちが広

くび まん して いた こ とを記憶 してい るだろ う。 わが 国 は人 間の奴 隷 を廃 止 した。 しか し今 や 別の か たちで

奴隷 制 の危機 に直面 してい る とい うこ とを、 否 定で きない ので あ る。す な わち、 そ の奴隷 制 とは、少 数 の

手 に資 本 が集 中せ られ 、 その少 数 者 は彼 等 自身 だ けの利 益 の た め に、 生 活必 需 品 の生 産販 売 もふ くめて 、

国 の経済 活動 全 体 を支配 す る よ うにな る、 とい う こ とか らお こるの であ る」7)。

さて、 この ような人 々が 社会 を憂 慮 す る声 に答 え、産 業化 が もた らす さま ざま な問題 の解 決 のた め に立

ち上 が ったの が プ ロテス タン トの牧 師 であ る。 産業 化 を むか える まで は、 ア メ リカ国民 のほ とん どが農民

で あ り、彼1彼 女 らの 形 成す る地 域 社 会 にお い て は、 プ ロテ ス タンテ ィズ ム に培 わ れた伝 統 的 な慣 習 やモ

ラル が基盤 とな って、 人 と人 との 間 に強い紐 帯 が成 立 して い た。 しか し、 その 後 と りわけ都 市化 の 進 んだ

地 域 の住 民 は 、 この よ うな地域 共 同体 の急速 な解体 に直 面 させ られ る。 こ う した事 態 を牧師 た ち は放 って

お くわけ には いか なか った。 また 地域住 民 の側 も社 会改 革運 動 の 指導 者 を求 めてお り、 牧 師た ち は まさ に

その適 任者 で あ った 。

アメ リ カにお け る社 会 学 とは、 こう した社 会改 革 に向 か った牧 師 たち に よって進 め られ た学 問 なの であ

る。 牧師 た ちは改 革 のた め に社 会 的現 実 を知 る必 要が あ り、 その知 識 を新 しい 科学 と して確 立 す る こ とを

目指 した 。1870年 代 に始 まった 「社 会福 音」(s㏄ialgospe1)運 動 は、多 くの宗教 者 をひ きつ け 、1880年 代

に は社会 学 の 展 開 をみ るに至 る。 よ り具 体 的 にみ て い くと、例 え ば この運 動 に触 発 され て、 宗教 者 は慈

善 ・人種 ・労働 者 階級 ・移民 につ い て議論 した。 「監 督教 会会 議」(1874年 に創 設)や 「今 日の諸 問題 を討

議 す る ため のバ プ テ ィス ト会 議」(1882年 に最 初 の会 合)、 「超 教 派会議 」(1885)、 「「合 州 国福 音 主義 同盟」
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が主催 す る会議 」(1887に 最 初 の会合)は 、 宗教 者 た ちが行 った社 会 問題 につ い ての会議 で あ る。

この よ うに宗 教 者た ち の社 会 改革 をめ ざす動 きは さ まざ まにな され たが、 そ の なかで もシ ャー トク ァ運

動 は、広 く全 国的 に名声 を博 す るほ どに影響 力 を持 った もの として注 目 され る。 この運 動 は社会 改 革 を志

す数 多 くの牧 師 と学 識 者 との 集結 を もた ら した。 そ こで は労働 問題 や社 会 問題 、入 門社 会 学 、社 会主 義 、

貨 幣 につ いて の講義 が な され たが 、講演 者 の なか には シ カ ゴ大 学社 会学 部 の第 一世代 と され るヘ ンダ ー ソ

ン、 ヴ ィ ンセ ン ト、ゼ ヴリ ン らが含 まれ てい る。 この運 動 の大 きな特色 の一 つ は、 その 推進 者 た ちの多 く

が 「社 会 学」 とい う学 問 に期待 を寄せ 、来 るべ き時代 は 「社 会 学 の時代 」 で ある と意識 して いた点 で あ っ

た8)。

ジ ェー ン ・アダムズ もまた 、 シ ャー トク ァで講 演 した者 の 一人 であ る。 シカ ゴ学 派 に強 い影響 を及 ぼ し

た 人物 と して彼 女 の存 在 を見 逃 す こ とは出 来 ない 。1889年9月 、 シ カゴの ス ラム の一 つ(そ こは住 民の ほ

とん どを移 民 が 占め、 人種 の 数 は50に 及 ぶ 地域 で あ っ た)に 、 い わば 「自由競 争 の敗 者 を救 済 す る城塞 」』

と して のハ ルハ ウス(HullHouse)が 、彼女 とそ の友 人 のス ター によ って創 設 され 、セ ッル メ ン ト事 業 が

開始 された。 セ ツル メ ン トとは、 アダム ズ に よれ ば 「社 会 的 に傷 つけ られた人 々 に保証 を与 える のみ な ら

ず、そ うした保証 の実 現 を求 め る起 動 力が が絶 えず 更新 され る ような場」 であ った9)。 ハ ルハ ウスは また、

宗 教 者 や社会 改革 者が 社会 問 題 につ いて 自 由 に討 議す る場 を提 供 した 。 さ らに彼女 らに よっ て ま とめ られ

た 「ハ ルハ ウス付 近の 地 図 と状 況」(1895)の マ ッ ピングの 手法 は、 シ カゴ学 派 の社 会調 査 におい て重 視

された もので あ る。

4シ カゴ学派の成立

ア メ リカで 初 めて の社 会学 の学 部 と大学 院 を持 った シカ ゴ大学 の開校 は、1892年10月 で あ った。 開校 に

先立 つ1890年 にこの大 学 はバ プテ ィス トに よ って計画 された ので あ るが、 学長 には シ ャー トク ァの副学 長

の 地位 にあ ったハ ーバ ーが選 任 され た。彼 は社 会 学科 を設 立 す るにあ た って 、社会 問題 解 決 に向 けて社 会

学 を応用 し よう と してい た。

まず ハーバ ーは、バ プテ ィス ト ・カ レ ッジで あ るコル ビ ー大学総 長 の スモ ール を社会 学 科 の主任 と して

迎 えた 。つ いでバ プテ ィス トの知 人 を介 して知 った牧 師 のヘ ンダー ソ ンを社 会 学科 の教 授 陣 の一人 に加 え

た 。そ の二年 後 に、 ノ ース ウエ ス タ ン大学 セ ツル メ ン トを創設 したゼ ヴ リ ンがハ ーバ ーの 指名 に よっ て教

授 陣 に加 わ っ た。 この よ うにハ ーバ ー に使 命 を受 けたか れ らはい ずれ も宗教 的背景 を持 って いた。 そ して

彼 らは、キ リス ト教倫 理 に根 ざ した立 場 か らの社 会改 革 を 目指 した。例 えば ヘ ンダー ソ ンは幅 広 く活動 を

行 ない 、刑務 所改 善、 児 童委 員会 、社 会保 険 、 さ らには シ カ ゴ大 学セ ツ ルメ ン トの委員 を務 めた 。ゼ ヴ リ

ンは1889年 に ノース ウエ ス タ ン大 学 にお いて セ ツルメ ン トを創設 してい た。

シカ ゴ大学 社会 学科 の 最初 の卒 業生 で研 究 ス タッフ に加 わ り、 第一世 代 の 一員 とされ るの は、 ヴ ィ ンセ

ン トと トー マス であ る。 ヴ ィ ンセ ン トはシ ャー トク ァの 開設 者の 息子 で あ り、後 に シ ャー トク ァの教育 シ

ス テ ムの副総 長 を務 めた 。1896年 にヴ ィ ンセ ン トと同期 でス タ ッフとな った トーマス は、 第 一世代 の なか

で 最 も宗 教色 が少 ない ものの 、 セ ッル メ ン ト運 動 を支持 し、 アダ ムズ との親 交 も深 か った。

とこ ろで 、 ア メ リカにお け るス ペ ンサ ーの後 継 者 は、 イエ ール大 学 のサ ム ナー であ る10)。彼 の 説い た思

想 は社 会進化 思想 であ り、 かれ の立場 を表現 す る際 しば しば 「レッセ フェ ール保 守主 義」 とい う言葉 が使

われ る。巨 大 な政府 、労 働運 動 を非難 したサ ムナ ーは、 シ カ ゴ大 学が 設立 され る20年 も前 の1872年 、 イエ

ール大 学で アメ リカで初 め ての社 会 学講 義 を行 な った
。 この と きの テキ ス トは、 スペ ンサ ーの 『社 会 学 の

研 究』(TheStudyofSociology)で あ った。 このサ ムナ ーの思 想 に対抗 した のは、 レス ター ・ウォー ドで あ

る。彼 の 『動 学的 社会 学』(1883)は サ ム ナー に対 す る最初 の 攻撃 書 とされ てい る。 スモ ール は ウ ォー ドの

弟 子 であ る こ とを 自認 して い た11>。ス モ ール の社 会学 的貢 献 の一 つ は、周 知 の よ うに、 ア メ リカで初 め て

の 社会 学専 門誌AJS(Ame瀬canJoumalofSociology)を1895年 に創刊 し、彼 が 引退 す る1935年 まで編集 の

任 にあた った こ とであ るが、 この雑誌 には ウ ォー ドの論 文 を数多 く掲 載 し、 そ の理論 を広 く人 々 に紹介 し

た。
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むろ んス モ ール 自身、 スペ ンサ ー の理論 を強 く否 定 したる シ カゴ学 派 の基礎 を築い たス モ ールが 身 を費

や した こ との一 つ は、進 化思 想、 よ り厳 密 にい うな らス ペ ンサ ーの理 論 を否 定す る戦 いで あ った とい うこ

とがで きる。 スモ ー ル は ヴ ィンセ ン トと共 に1894年 、 「社 会 学 の初 心者 へ の マニ ュアル」 と彼 らが称 す る

テ キス ト 『社 会研 究 に向 けて の序論 』(AnIntroductiontotheStudyofS㏄iety)を 出版 したが、彼 らは そ こ

で 「スペ ンサ ー の社会 学 は、社 会 学が ま さに始 まるべ きその場 所 で終 わ って い るのだ」 と断 じた。 さら に

続 けて 「次 の こ とは事 実 で ある。 す なわ ち、社 会 的事 実 につ いて のス ペ ンサ ー氏 の解釈 は、 社会 学 の研 究

領 域 を、 彼 の静態 的 あ るい は倫 理 的理 論 にお いて 、 ひ とつの 下書 きに も とづ き、完 全 な社会 が発 展 した と

きそれが 一体 どの よ うな もので あ るのか 、 そ してそ れ までの経 緯 は ど うであ るの かの描 写へ と還 元 す る も

の に過 ぎな い。彼 の学 説 には、理 論 お よび活 動家 の実 践 に とって 有用 な もの は、受 動 的 な社 会 ダ イナ ミク

ス のほ か に何 もな い。 その よ うな社会 学 が人 類 の進歩 に何 ら直接 の影 響力 を持 た ない の は、 ま さに海 にそ

よ ぐ波 の 調査 によ っては船 の速 さを知 り得 な いの と同 じで あ る」 と述べ た12)。

また スモ ー ル は以下 の よ うにスペ ンサ ー批判 を展 開 して い る。 「氏 の社 会学 は過 去 の もの であ っ て、 現'

代 の もので は ない 。 スペ ンサー社 会 学 の原 理 は生 物学 の原理 を社 会 関係 に まで広 め た もの と考 え られ る。

しか し社 会 関係 にお け る決定 要 因 は、 今 日の社会 学者 た ちか らは、精神 的 な もの であ っ て、生物 学 的 な も

の では ない と理解 されて い る」13)。

シカ ゴ学派 の方 向付 けにお い て指導 力 を発揮 した スモ ール が提 唱 した こ との なかで もと りわけ重 要 なの

は、 ダー ウ ィニズ ム の原理 を転用 した抽 象 理論(こ れ は社 会 的 強者 に とって都 合 の 良い理 論 で あ ったが)

の否定 で あ り、方 法論 にお いて は、 そ う した理論 で は見逃 されて しまい が ちな市 井の 人 々や社会 的 弱者 が

お かれ た生 活 実態 を、彼1彼 女 ら に接 近 して明 らか に しよう とい う こ とで あ る。ス モ ー ル ら第一 世代 の 問

題意識 は、社 会学 とい う学 問 を深 め る こ とに よ り、都 市 に生 ず る貧 困 や ス ラム化 とい っ た社 会 問題 に対 処

す る 「社 会 改 良」 をめ ざす もの で あ った。 ス モ ール とヴ ィ ンセ ン トは先 の テキ ス トで こ う明言 す る。 「社

会学 は社 会 を改 良 しよ うとす る近代 の 意気 込 みか ら生 まれ た ので あ る」14)。 また スモ ー ルは次 の よ うに述

べ て、社 会 学 者 の役割 が 社 会改 良 に あ る とす る 。「社 会 学者 は、社 会 改 良や社 会 改善 に向 けての計 画や 方

策 を完 全 な もの と し、 適用 す る仕 事 に積 極 的 に参 加 す る こ とを主 張 す る こ とに よっ て、彼1彼 女 らの学 者

と して の地位 と市 民 と して の地位 との両 方 を高め る こ とが で きるだ ろ う」15>。

5シ カゴ学派の興隆

こう した 背景 を もとに して シ カゴ学派 は そ の第一 世代 よ り、書斎 での 理論 化 よ りも実 際的 な調査 研 究 を

推 奨 した。 第二 世代 を代 表 す るパ ー クやバ ー ジェス は、 スモ ール よ り も一層 「科 学」 として の社 会学 を意

識 す る よう にな ったが 、い ず れ もシ カ ゴを調 査 活動 の対 象 と し、 当時 都 市 で実際 に生 じてい た現 実 を社 会

の 内部 か ら とらえ よ う と した し、また学 生 を シカ ゴに向 か わせ て研 究 させ た 。パ ー クは スモ ール と同様 に、

都市 を 「実 験 室」 とみ な したが、 これ は、 この学派 め姿勢 を示 す象 徴 的 な メ タフ ァーで あ る16)。「信頼 で

きる社 会 学 の方 法 は、 観 察 と帰 納 の方 法 で な けれ ば な らな い」 切 と第 一世 代 が学 徒 に向 けて主 張 した方

法論 上 の姿 勢 は、 その まま次世代 に継承 され た。パ ー ク とバ ージ ェスが 書 い たテ キス トをみ る と、彼 ら も

また観 察 と帰 納 の方 法 を重 視 した指導 を学 生た ちに行 な って い た こ とが わか る。彼 らは い う。「社 会 学 を

研 究す る学 生 に とって まず 第 一 に必 要 な こ とは、観 察 す る こと、 そ して 自 らが観 察 した こ とを記 録す る こ

とであ る。 す なわ ち 目に した こ とを読 み と り、 そ の上 で、読 み の結 果得 られ た素材 を選 び わけ、 記録 す る

こ とで あ る。 それ はい うなれ ば、 自 らの経験 を体 系化 し、利 用す る こ とであ る」 と18>。

バ ー ジ ェス とは異 な り、パ ー クに は宗 教 的背 景 は なか ったが 、 新 聞記 者 の経 歴 を持 つパ ーク はい わ ば

「現 場 主義 」 の立場 を とって お り、 第 一世代 と方法論 的 に一致 がみ られた 。彼 が新 聞 に関心 を持 っ たの も、

「実際 に事 実 を手 に してい る記 者の 方 が よ り有 能な改 革者 で あ る」 と発 見 したか らで あ った19)。

パ 讐 ク、バ ー ジ ェス の指 導 をうけ た第三 世代 の 数多 くのモ ノ グ ラフ におい て、 この研 究 ス タイル は結 実

した。 この ス タイ ル に よる研 究 は、 時 間 と空 間の文 脈 性 の うち に規 定 される人 々の行 為 や関係 のあ り方 、

そ して そ の変化 の経 緯 の 「現実 」 を浮 か び上が らせ る。
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この なか で もシ カ ゴス タイル を代 表す るモ ノグ ラフ と して 、 ク リフ ォー ド ・シ ョウの 『ジ ャ ック ・ロ ー

ラー』(1930)を 挙 げ る こ とが で きる。 とい うの も観 察 と帰 納 の方 法 が効 果 的 に実践 されて い るだ け で な

く、研 究 その もの が社会 改 良 に直 接結 び つい て いる か らだ。シ ョウの生活 史法 は非 常 に入念 で厳 密 で ある。

この研 究 にお いて シ ョウは次 の こ とを行 な った。 まず保護 観 察官 と して非 行少 年 た ち と関わ り、 イ ン タビ

ュ ー を行 なった 。次 にそ れ を もと に して作 成 した少年 た ち問題 行動 の リス トを作成 して、 これを指 針 と し

た生 活史 を書 い て もらった。 そ して詳 しい生活 史 を入 手 す る ことの 出来 た少年 ス タン レーの その生 活史 を

解 釈 す るた めの統 計 や手紙 、保 護観 察 官 の記録 とい った他 の資 料 を収 集 した 。一 方で非 行 多発 地域 を示 す

ドッ トマ ップ を作 成 し、少 年 が暮 ら した3つ の地 区 にお もむ いて 、 シ ョウの 目 に した情 景 を丹念 に描 いた。

この よ うに帰 納 的 に、 シ ョウは都 市生 活 の なかで 複雑 に絡 ま り合 う非 行 要因 の究 明 して ゆ く。 この よ うに

して非行 要 因 をふ まえて更 正 の ため の具体 的 な 「治療 法」 を さ ぐ りだす のみ な らず、 これ を実 践す る こと

に よ り少年 は更生 果 たす ので あ る。 更 正 にい た る まで の経 緯 は、 非行 を深 化 させ て い った経 緯 と同様 に、

生活 史 の形 を とっ て示 された 。 この ように、 このモ ノ グ ラフが逸 脱 とい う社 会病 理 のい わば処 方箋 を提 示

した とい う点 で、 社 会改 良 に結 びつ い てい る。 また社 会 的弱 者 の視座 を重 視 してい る点 も、 シカ ゴ学派 の

第一 世代 か ら受 け継 がれ た社 会 学者 の態 度 で ある。

第三世 代 の一連 のモ ノ グラ フの 一 つ ひ とつ は、 ベ ッカー に よれば 、パ ー クの指揮 の も とに な され た系 統

立 った 大規模 な研 究 プロ ジェ ク トの一部 で あ る20)。よっ て複 数 の モ ノ グラ フをひ もと くこ とに よっ て、 シ

カゴの全 体像 を とらえ る ことがで きるので あ る。

6シ カゴ学派の衰退

だが やが て 「シ カ ゴス タイル」 と呼 ばれ た社会 学 上 の方法 はかつ て ほ ど重 ん じられ な くな り、 そ れ に代

わって 新 たな ス タイル の社会 学が アメ リカ社 会学 の主流 とな る。戦 後 の 「第 二次 シカ ゴ学 派」 の 一 人、 ベ

ッ カー は1966年 にその ような状 況 を嘆 き、 「今 日我 々の 関 心 は、 ロ ー カル なエ ス ノ グラ フ ィーか ら も、 そ

して あ る一つ の 地域 や各 部分 やそ れ らの 関連 性 に つい ての 知識 の集積 か ら も遠 のい た 。以 前 に もま して 、

抽 象理 論 の構 築が 重視 されて い る」 と嘆 いた2且)。同 じ く 「第 二次 シカ ゴ学派」 のス トラウス も次 の ように

述 べ てい る。 「かつ て支 配 的で あ っ たr社 会学 の シ カゴス タイ ル』 は、機 能 主義 とサ ー ヴェ イ調査 に よっ

て、影 をひそ め る ように なった」 と鍛〉。

この こ とはア メ リカの社 会変動 と無 関係 で は ない。す で に ロ シア革命 お よび第一 次世 界大 戦 に参 戦 した

アメ リカには 愛国主 義 的 な空 気 が非 常 に強 まって いた が、 ア カデ ミック な領 域 も例外 で は なか った 。 シカ

ゴ大学 の 内部 にお いて さえ も、 かつ て の理想 主義 的な社 会改 革 の風 潮が か げ りをみせ 、社 会 調査 の あ り方

に も変 化 が もた ら され たの であ る。 シカ ゴ学 派 の いわ ゆ る 「黄金 時代 」 は1918年 よ り30年 代 なかば 頃 まで

とされて い る。よって第一 次世 界 大戦 や大 恐慌 が す ぐさまシ カ ゴ学 派 の衰退 を招 いた とみ る こ とは難 しい 。

しか し時代 の 圧力 は、 すで に1915年 頃 よ り影 響 を及 ぼ してい たの であ る。例 えば スモ ール は1915年 以降 す

で に政 治 的 な活動 を制 限 してお り、ア メリ カが 第 一次 大戦 に参 戦 後は 人 に よ りつ かな くな った だ けで な く、

やが て は学生 に対 す る指導 態度 も、用意 した シ ラバ ス をただ読 み 上 げる だけ の もの とな った。彼 が そ う し

たの は保 身 のた めで あ ったお)。また トーマス は1918年 に シカ ゴ大学 を辞 め させ られてい るが 、 デ ィー ガ ン

に よれ ば、 この辞 職 には彼 の妻 の平 和運 動へ の参 加 が影 響 して いた とい う餌)。

シカ ゴ大学 にお け る こう したス タッ フの移動 は 、 トーマ ス の辞職 に とど まる もので は なか った。 こう し

た人事 は社 会 学部 にお け る方法論 上の 指導 の変 化 をみ る上 で の一 つの指 標 となろ う。 ち ょ うど大 恐 慌 の年

に学 長 として迎 え られ たハ ッチ ンスが は高 尚 な思 想(highthoughts)と 古 典 を好 み、経 験 的 な研 究 をあか

らさ まに嫌 った人 物 であ った 。だ が最 もシ カゴ学派 の 衰退 に影響 を及 ぼ した と考 え られ るの は、1934年 に

パ ークが シ カ ゴ大 学 を辞 め、 フィス ク大学 に移籍 した こ とで あ ろ う。 シカ ゴ学 派 のそ の集 団 的な地 域研 究

の求 心力 は、 パ ー クに よって もた らされて い たか らで あ った。

同時 に起 こ った複 数の 変化 が、都 市 を実 験室 と して フ ィール ドワー クを行 な った シカ ゴス タイ ルの衰 退

と関係 して い る。 これ まで挙 げ た背景 に さら に付 け加 えてお くべ き重 要 な こ とは、第 一次 大戦 後 か ら第二
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次 大 戦後 にか け て、 アメ リカが 世 界 の大 国 とな って い った こ とであ ろ う。 ア メ リカ社 会 の全 体 レベル の

「秩序 の 問題 」 が浮 上 す る こ とに よっ て、社 会 改革 の勢 力 が衰 えて い った ので あ る。 シ カ ゴ学 派 の都 市研

究 は、ベ ッカーの メ タ フ ァー にお い ては モザ イ クで あ り、彼 に よれ ば 『ジャ ック ・ロー ラー』 を初 め とす

る一 つ ひ とつ の研 究 は シ カゴ とい うモザ イ ク画 を描 く一 ピースで あ るが25)、急 激 な産業 化が 一 定 レベ ル に

到 達 し、 官僚組 織 が創 設 され て拡 大す る と、特 定 の地域 をモザ イ ク と してあつ か う研 究 よ り も、今 度 は構

造 的 な変数 に注 目す る こ とや機 能 的 な分 析 に対 す る ニーズ が高 ま り、盛 ん となっ てい った ので あ る。 こ う

して規 範 を志 向 し、社 会 の 「秩 序」 維持 に傾 倒 す る理論 や 、量 的 に も対 象 を拡 大 して州 レベ ル の、 あ るい

は国家 レベル の一般 的傾 向 を把 握 す る調査 が社 会学 の主流 となっ たの であ る。 とはい え、 シ カ ゴ大 学 の社

会 学者 た ちは、 そ の全 て では ない にせ よ、 シカ ゴス タイル の伝統 を継 承 した。 第三 世代 で第 二次 大 戦後 も

そ の ス タイル を継承 した要 となる重 要 な人物 は 、 ワース とヒュ ーズで あ る。

7お わりに

誰 の ため の そ して なん の ため の く知 〉か 一この こ とに よっで こそ 、 いか な る方 法 が適 切 とされ る のか が

決 まる といえ よう。

社 会学 が科学 の 一部 門で あ る以上 、理 論 も調 査法 も時 代 とと もに直線 的 に進展 し洗練 されて い くとい う

考 え方が あ ろ う。 しか しそ の 「進展 」 や 「洗 練」 には社 会情勢 が 大 き く影 響 を及 ぼ してい るの で あ る。

す で にみた ように、 シ カ ゴ学 派 が発足 す る以 前 か ら大 恐慌 まで の都市 化 の時代 には、 急激 な社 会 変動 と

それ が もた らす社 会 問題 に、 「アメ リカ生 まれ の ア メ リカ人」 が対 応 す る ため のく 知 〉 を探究 す る ことが

求 め られ た。 この 頃 は市 井 の 人々 を支持 基 盤 とす る宗教 家 た ちが指 導力 を発 揮 す る こ とがで きた し、 また

社 会 学 の世界 にお いて もそ うで あ った。 社 会 を と らえ るこの 学派 の視 座 や方 法 を最 初 に特 徴 づ けた の は、

主 と して宗 教者 の社 会 的良心 で あ った とい うこ とが で きる。

だ が アメ リ カにお ける支 配層 が都 市化 の進展 と とも に勢 力 を増 し、 シ カゴ学派 が 用 いて きた研 究 ス タイ

ル とは全 く異 なる視 座 や方 法 が注 目 され、 評価 され る よう にな っ た。 なぜ な ら今度 は、 「価値 自由」 な 自

然 科 学 をモ デル とした 〈知 〉を求 め る こ とが社 会学 の支配 的 な情勢 とな ったか らで あ る。 シ カ ゴ学 派が 一

次 影 をひそめ るの は 、 アカデ ミッ クな レベル にお い て劣 って いた か らで はなか っ た。 それ は1960年 代 に公

民 権 運動 を初 め とす る リベ ラル な運動 が盛 ん に な り、 政府 に対 す る国民 の不 信 感が 高 ま って それが 大 きな

勢 力 となった 時代 に、 この学派 の調 査 ス タイ ルが再 び注 目され る よ うにな った こ とが物 語 っ てい る。

ただ し、 フ ィール ドワー ク を重視 し、 具体 的 な事 例 を根拠 とした理論 構 築 を 目指 す点 にお いて 「初期 シ

カ ゴ学派 」 と 「セ カ ン ドシ カ ゴス クール」 とは シ カゴ学派 と して 一括 りにで きる け れ ど も、マ イ ノ リテ ィ

に 向け る視座 には大 きな違 い が あ る。前 者 は中産 階級 的価 値観 に立 って お り、 例 え ば移民 や黒 人 とい った

異文 化 マ イ ノ リテ ィーの マ ジ ョリテ ィーへ の 同化 を 目指 してい た26)。 他 方後 者 で はマ イ ノ リテ ィ ーはマ

イ ノ リテ ィーの ま まで解 放 され る こ とが 目指 され、 マ ジ ョリテ ィ集 団 の文化 に対 す る批 判 の まな ざ しが向

け られ る よう にな った。 この相 違 につ い ての議 論 は別稿 で あ らため て と りあ げ る こ とと した い。

<注>

1)こ こでいうイデオロギ ーとは、特定の歴史的社会的基礎に制 約された考 え方 の型の ことであ る(『 日本語大辞

典』127頁)。

2)初 期 シカ ゴ学 派 第三 世代 の ヒュー ズや ワ ース、 そ してブ ルー マ ーが第二 次 世界 大 戦後 も この 学派 の伝

統 を受 け継 ぎ、 後の 世代 に継 承 してい る。 よっ て この学 派 の火 が消 えた とい うわけで は ない 。 しか し

構 造機 能 主義 が1940年 代 に はア メ リカ社 会 学 にお いて優 勢 を占めた ので あ る。

3)ホ ー フス タ ッター に よれ ば、 スペ ンサ ー の著書 のア メ リカで の売 り上 げ は、1860年 の出版 か ら1903年

末 まで37万 冊 近 くにの ぼ り、 この数 は哲 学 や社 会学 とい った分 野 の著作 と して は比肩 す る もの は ない

と してい る(ホ ー フス タ ッターrア メ リカの社 会進 化思 想 』邦訳43頁)。

4>し か し意 外 に思 われ る こ とで ある が、 スペ ンサ ー 自身 は ダ ー ウ ィ ン主 義 者 で は なか っ た(パ ー カー
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『イギ リス政 治思 想 ・』堀 豊 彦 ・仙 正 夫訳76頁)。

5)こ の表 は都留 重 人著 『ア メ リカ思 想史 』 を参考 に した。

6)南 北戦 争終 結後 か ら第 一次 世界 大戦 が始 まるまで の 間、ア メ リカ政 府 は移民 の規 制 を行 なわ なか った。

最 もその 数が 多 か った の は1907年 で あ り、128万5000人 が入 国 した 。1910年 には1334万5000人 の移 民
一 世が ア メ リカで暮 ら して いた けれ ど も

、 これ は全 人 口 の約七 分 の一 に相 当す る数 字 であ る。

7)都 留 重 人監 修 『アメ リカ思想 史 』 よ り引 用

8)宇 賀 博1990;plO6

9)Addams,Jane1895p184

10)サ ム ナー は宗教 者で あ った けれ ども、進化 論 にふ れ たの ち信仰 心 を失 っ た。

11)ホ ー フス タ ッター1944.訳 書190頁

12)Sma11&Vincentl894.p46

13)ホ ー フス タ ッ ター1944よ り引用 。訳 書192頁

14)Smal1&Vincent1894.p77

15)Small1895,p581

16)「 実 験 室 と して の都 市 」 とい う考 え方 は、 パ ー ク に先 立 ち 、ス モ ー ル が1896年 に"Schoiarshipand

SocialAgitation"と い う論文 のなか(p581)で 述べ て いた 。

17)Small&Vincentl894.p15

18)Pan(&Burgessl969(1921)v-vi

19)「 自伝 的 ノ ー ト」 『実験 室 と して の都 市 』訳 書10頁

20)ベ ッカ ー1966,訳 書4頁

21)ベ ッカー1966、 訳 書6頁

22>Strauss,AnselmL.1997pp2-3

23)ス モ ール は退 屈 で、 長 々 とした、用 意 された シ ラバ ス を準備 し、 それ を一 字一 句読 み上 げた 。彼 が指

導す る学 生 に なぜ そ うす るの か を尋 ね られ 、次 の よう に答 えた とい う。 「私 自身 を守 り、講 義 で私 が

言 った ことを証 明す るた め に、 この シ ラバ ス を準備 し、 それ をそ の ま ま読 み上 げる ので す。 そ うす れ

ば 、 この シ ラバ ス は私 が講 義 で何 をい っ たか の証拠 にな ります。唯 一私 が 心 か ら注 意 しな けれ ばな ら

ない のは、 あ なた た ちが私 に質問 し、 そ こで その とき答 え る必 要性 にせ ま られ る こ となので す。 答 え

る とい っ て も実 際 に何 を言 えば よいの で しょ うか 。私 は この 問題 を成 り行 き任 せ にす る事 ので きない

状 態 に置 か れ てい るので す」(Deeganl988,p82-3参 照)。

24)Deegan1988,pl84

25)ベ ッカー1966,訳 書5頁

26)江 渕 は異 文化 適 応研 究 につ いて の詳 細 な考 察 に基 づ き、 「シ カ ゴ学 派 に よる移民 の文化 的適応 過 程 に

関 す る理 論 の骨子 は、つ まる ところ、 『同化 』理 論 で あ った と言 える」 と述 べて い る(1994,74頁)。
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TheRiseand:D㏄ll㎞eofCLicagoSdlool

TAMAI,Mariko

WhenweseethedseanddeclineofChicagoSchoolbeen,wefindthattheperspectiveofs㏄iologicaI

methodshasbeencloselyconnectedwiths㏄ialsituationofthetime.ThemethodthatChicagoSchoolmainlyused

wasethnographicbywhichfesearcherstriedtosoluetheproblemsthatabruptindustrializationbroughtabout.What

wehavetokeepinmindistheindustrializationcausedbythelaissez-faire㏄onomicpolicyofAmericangovemment

basedonSpencertheory.Thereasonwhypeopleusetheethnographicmethodwasbecausethemethodcould

approachthemanlwoIhaninthestreetorthes㏄ialminoritieswhowereneglectedbythetheory.Thes㏄iological

stancewasconstmctedbyAlbionSmall(firstgenerationofChicagoSchool)andbore血uitinthemonographsof

血i掲generations,負}rexampleTheJack-Rol豆er.

ButsoontheacademicstyleofthisSchoolbecamemarg血al,andthecauseofthismarginalizationwasthe

changeins㏄ialsituatiop(riseofpatr童otism.,entering飾rstworldwar,andsoon).


